
平成23年 №24   

東京学芸大学役付職員選考規程等の一部を改正する規程 

 

 

制定理由 

  附属学校の長の選考は，学長が任命する方法に改め，その選考手続き等は，附

属学校運営規程に定めることとしたため，所要の改正を行うものである。 

 

承認経過 

  平成23年５月25日 教育研究評議会 審議・承認  



 東京学芸大学役付職員選考規程等の一部を改正する規程を次のように制定する。 

 

  平成23年５月26日 

              国立大学法人東京学芸大学長 

                      村 松 泰 子 

 

 

平成23年規程第16号 

   東京学芸大学役付職員選考規程等の一部を改正する規程 

 

 次に掲げる規程の一部について，別紙新旧対照表の右欄を，左欄のように改正す

る。 

(1) 東京学芸大学役付職員選考規程（昭和42年規程第２号） 

 (2) 東京学芸大学附属学校運営規程（平成16年規程第24号） 

 

 



東京学芸大学役付職員選考規程の一部改正について 

 

改正理由：附属学校の長の選考は，学長が任命する方法に改め，その選考手続き等は，附属学校運営規程に定めることとしたため，所要の改正を行うものである。 

改       正 現       行 

 

   〔省略〕 

（選考） 

第１条 東京学芸大学（以下「本学」という。）の総合教育科学系長，人文社会科学

系長，自然科学系長，芸術・スポーツ科学系長，環境教育研究センター長，教育実

践研究支援センター長，留学生センター長，国際教育センター長，教員養成カリキ

ュラム開発研究センター長及び保健管理センター所長（以下「役付職員」という。

）の選考は，この規程の定めるところにより，学長が行う。 

   〔省略〕 

 （選考の方法） 

第３条 役付職員の選考は，役付職員候補者（以下「候補者」という。）のうちから

行う。 

２ 前項の候補者となることのできる者は，本学専任の教授とする。 

３ 第１項の候補者の選出は，選挙又はその他の方法により，選考の対象となってい

る役付職員１名につき，それぞれ３名とする。 

 

 

 

   

第７条  〔削除〕（以下，第８条から第10条まで１条ずつ繰り上げ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    〔省略〕 

附 則 

この規程は，平成23年５月26日から施行する。 

 

   〔省略〕 

（選考） 

第１条 東京学芸大学（以下「本学」という。）の総合教育科学系長，人文社会科学

系長，自然科学系長，芸術・スポーツ科学系長，環境教育研究センター長，教育実

践研究支援センター長，留学生センター長，国際教育センター長，教員養成カリキ

ュラム開発研究センター長，保健管理センター所長及び附属学校の長（以下「役付

職員」という。）の選考は，この規程の定めるところにより，学長が行う。 

   〔省略〕 

 （選考の方法） 

第３条 役付職員の選考は，役付職員候補者（以下「候補者」という。）のうちから

行う。 

２ 前項の候補者となることのできる者は，本学専任の教授とする。 

３ 第１項の候補者の選出は，選挙又はその他の方法により，選考の対象となってい

る役付職員１名につき，それぞれ３名とする。ただし，附属学校の長の場合にあっ

ては，当該選考の対象となっている附属学校の長の数が２以上であるときは，当該

数の２倍とする。 

    〔省略〕 

 （附属学校の長候補者の選出） 

第７条 附属学校の長候補者の選出は，次の各号に掲げる者で組織する附属学校の長

候補者選出委員会（以下「選出委員会」という。）が行う。 

(1) 副学長（研究・附属学校担当） 

(2) 学系長 

(3) 各学系の教授会構成員が互選した者 各２名 

(4) 附属学校運営参事 

(5) 附属学校の副校長が互選した者 ７名 

２ 選出委員会に委員長を置き，副学長（研究・附属学校担当）をもって充てる。 

３ 選出委員会の議事手続については，選出委員会が別に定める。 

    〔省略〕 

 

 

 

 



東京学芸大学附属学校運営規程の一部改正について 

 

改正理由：附属学校の長の選考を学長が任命する方法に改め，その選考手続き等は，附属学校運営規程に定めることとしたため，所要の改正を行うものである。 

改       正 現       行 

 

〔省略〕 

 

（校長） 

第１２条の３ 校長は，東京学芸大学の教授をもって充てる。 

２ 校長は，附属学校運営会議の意見を聴き，学長が任命する。 

 

３ 附属学校運営会議は，前項の意見聴取に際し，学系長の意見を聴くことができ

る。 

４ 校長の任期は２年とし，１回に限り再任されることができる。ただし，欠員が生

じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

５ 校長は，附属学校の校務（幼稚園にあっては，園務。以下同じ。）をつかさど

り，所属職員を監督する。 

 

    〔省略〕 

 

附 則 

この規程は，平成23年５月26日から施行する。 

 

〔省略〕 

 

（校長） 

第１２条の３ 校長は，東京学芸大学の教授をもって充てる。 

２ 校長の選考及び任期は，東京学芸大学役付職員選考規程（昭和42年規程第２号）

の定めるところによる。 

 

 

 

 

３ 校長は，附属学校の校務（幼稚園にあっては，園務。以下同じ。）をつかさど

り，所属職員を監督する。 

     

〔省略〕 

 

 


